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平
成
27
年
度
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
推
進
協
議
会
理
事
会
に
お
い
て
全

理
事
の
推
挙
に
よ
り
新
し
く
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
豊
見
城
市
長
の
宜
保
晴
毅

で
す
。
前
会
長
古
謝
景
春
南
城
市
長
か

ら
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け

新
し
い
体
制
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
お
陰
様
で
、
最
終
処
分
場
事
業
も
円

滑
に
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
来
年
度
（
平

成
28
年
度
）
か
ら
工
事
着
工
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
32
年
度
か
ら
の

本
格
稼
働
に
向
け
万
全
を
期
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
一
方
、
長
年
南
部
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
東
部
清
掃
施
設
組
合
の
東
部
工
場

と
糸
満
市
・
豊
見
城
市
清
掃
施
設
組
合

の
清
掃
工
場
に
代
わ
る
一
元
化
施
設
の

建
設
へ
向
け
た
、
い
わ
ゆ
る
サ
ザ
ン
協

の
長
期
計
画
が
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま

す
。

　
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
は
、
環
境
負

荷
の
低
減
は
も
ち
ろ
ん
発
電
設
備
や
余

熱
利
用
な
ど
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
施
設
と
し
て
建
設
し
て
参
り
ま
す
。

　
建
設
候
補
地
の
選
定
で
一
番
大
切
な

の
は
、
地
域
の
意
見
に
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
る
こ
と
で
す
。
情
報
公
開
と
住
民

参
加
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
に
努
め
な
が
ら
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
私
は
南
部
6
市
町
の
先
頭
に
立
ち
、

一
丸
と
な
っ
て
新
炉
建
設
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
サ
ザ
ン
協

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

6
市
町
一
丸
で
新
炉
建
設
を
推
進

南部地区に既存する２つの焼却施設

糸満市・豊見城市清掃施設組合（糸満市） 東部清掃施設組合（与那原町）

新会長　宜保 晴毅
（豊見城市長）

地域だより
し ま

サザンクリーンセンター推進協議会

みんなで考え、みんなで解決しよう

平成

27
年度
第1号



　南城市堀川自治会に対し、ごみ焼却施設等解体工事の概要、解体範
囲、発生する廃棄物の処分方法等の説明会を開催しました。

島尻環境美化センターごみ焼却施設解体工事に着手島尻環境美化センターごみ焼却施設解体工事に着手
　平成30年度供用開始予定の被覆型一般廃棄物最終処分場建設のため、平成26年3月に老朽化のためごみ焼却処理を止めた島尻環境美化センターごみ焼却施設の解体工事を平成27年6月から平成28年2月まで
の予定で行います。
　解体工事にあたって、事前にダイオキシン類・PCB・アスベスト等や重金属類を調査し、関係法令等で規定された基準にしたがって、解体工事及び産業廃棄物の適正処理を行ってまいります。本格的に解体工事が
始まる前に地元自治会に対し説明会を開催しました。解体工事中や解体工事後も環境調査等を実施し地域住民の皆様に安心して工事が行われるよう配慮します。また工事期間中は近隣住民や第三者、作業員等の安
全に配慮し工事の施工を行います。今後とも関係者各位のご協力とご理解の程、よろしくお願いします。

工 事 名 称：島尻環境美化センターごみ焼却施設等解体工事
工期（予定）：平成27年6月2日～平成28年2月29日
施   工   者：(株)照屋土建・(株)第一建設特定建設工事共同企業体
工   事   費：214,164,000円
施 工 監 理：日本水工設計株式会社

解体工事施工前に事前調査や施工計画を作成し、関係機関と協議し許可を受けます。準備工

建物の周囲を足場を組み、高所でも作業員が安全に解体工事を行えるようします。仮設工事

工事前、作業中に大気中の汚染物濃度測定を実施します。高圧洗浄機等で建物に付着した
ダイオキシン類を通常解体ができるまで除去します。汚染物除去

鉄くず等で再生可能な機械を分解し、工事現場から搬出し処理工場まで持って行きます。設備機械撤去

内装や建具材など人力作業できる部分から解体します。内部解体

コンクリート柱など機械で作業する部分を解体します。建物解体

建物建築時に設置した杭を引き抜いたあと埋め戻します。基礎杭撤去

全ての撤去が終わった後、次の工事を円滑に行えるよう一定の高さで整地します。基面整地

工事完了後、大気中及び土壌に汚染物がないか事後調査を行います。工事完了・検査

〔解体工事順序〕

解体工事地元説明会
（平成27年6月15日）

　定期及び必要時に解体工事に関するさまざまな事項を発注者・受注
者・施工監理者で協議し、安全に工事が行われるよう調整します。

工程会議
（月１回以上予定）

　当施設は昭和55年4月稼働し、平成26年3月までの34年間、これま
で南城市（旧玉城村・旧知念村・旧大里村）及び八重瀬町（旧具志頭村・
旧東風平町）から排出されたごみを処理してきました。建物の老朽化もあ
り解体工事を行い跡地に最終処分場を建設します。

ごみ焼却施設等解体工事着手前
（平成26年5月撮影）

　解体工事中は粉塵の飛散、騒音を抑制するため、建物外周に解体用
の枠組み足場等を設置し、シート養生を施します。
　また、一部の工事については機械により内部気圧を負圧にして粉塵等
が外へ流出するのを防ぎます。

ごみ焼却施設等解体工事着手中
（平成27年8月末撮影）



一般廃棄物最終処分場建設に伴う生活環境影響調査の進捗一般廃棄物最終処分場建設に伴う生活環境影響調査の進捗
　生活環境影響調査業務については、昨年9月に着手し本年3月までの期間を予定していましたが、調査時期
の変更等があり10月末まで期間を延長しました。
　当該業務の進捗ですが、対象調査地の設定から始まり、現地調査、予測、影響の分析を実施し、現在は生活
環境影響調査報告書の作成を行っています（9月初旬現在）。
　今後は、地域住民等に対して公告・縦覧・意見書の提出手続きを行います。なお、公告・縦覧は9月中旬から
10月中旬まで、意見書の提出期間は10月中旬から2週間を予定しています。

騒音・振動調査の様子 地下水調査機器設置の様子 地下水の観測井戸

しん ちょく

調査の流れ 調査項目の内容

施設の種類及び規模、立地場所の気象等の自然的条件並びに人家の状況など
の社会的条件を踏まえて対象調査地を設定します。

既存の文献・資料、現地調査により、現況を把握します。
調査項目：大気質・騒音・交通量・振動・悪臭・地下水

計画している施設の構造及び維持管理を前提に、環境負荷の定量的な予測とと
もに既存事例からの類推等により予測を行います。

調査項目の現況把握と予測の結果を環境基準等の目標と対比して整合性を検
討します。

生活環境影響調査の結果について調査結果、調査項目の現況及びその把握の
方法、予測の方法などの取りまとめを行います。

事業の実施による環境の影響を予測し評価するために事業計画の内容及び地
域の概況を把握し、これに基づき建設中及び供用時における環境に影響を及ぼ
すと考えられる行為を抽出し環境項目の設定を行います。

生活環境影響調査の報告書について、南部広域行政組合事務所及び構成市町
の役所（場）において公告・縦覧（1ヶ月）を行います。また、当該報告書に対し
地域住民等は意見書を提出することができます。

対象調査地の設定

環境項目の設定

現況把握

予測

影響の分析

報告書の作成

公告・縦覧手続き


